
 

 

   第17回みえ地区顔見せ及び懇親会 開催案内 

2018/6/28 Vol..96 

三重地区長 笹山 俊一 

   ◆日 時 ： ７月29日（日）  15時受付  15時30分～ 

                第１部  社友三重地区の会員が楽しく集い、 

             人生100年時代の到来に向け、困ったときに助け合いのできる仲間としての 

             絆を強めるための意見交換会 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        第２部   懇親会（暑気払い） 

   ◆場 所  

       第１部   アスト津３Ｆ みえ県民交流センター（交流スペース ６番）  

                              津市羽所町700  ☎ 059-222-5995 （ＪＲ・近鉄津駅下車徒歩１分 ）  

               第2部   日本海庄屋アスト店 （予算4,000円程度） 

                      （参加者は公共交通機関で参集ください）  

  ◆申 込 ： 7/10まで  笹山  Mail：sasayama76@sf.commufa.jp 携帯：090-1595-7068 

     前回締め切りを6/30としておりましたが、残念ながら参加申込み者がありません。 

     今回の開催案内を確認いただき、このメールの返信により参加申し込みをお願いします。 

       一人でも多くの参加を期待いたしております。 

 人生100年時代には、「60歳で定年退職し、老後生活を送る」というプランが成り立たなくなる可

能性があります。 

 仮に、寿命が100歳で60歳での定年退職となると、40年もの長い老後生活が待っています。公

的年金が減少傾向の中、退職金などの預貯金と公的年金だけで40年間生活できるでしょうか？ 

 ですから、人生100年時代にゆとりある老後生活を送るには、 

（１）長く働く、（２）健康管理、（３）計画的な資金準備という３つの対策が重要になってきます。 

 （１）長く働く 

       ゆとりある老後生活を送るためには、働く期間を伸ばし、老後期間を短くすることが金銭面  

        の負担を軽減するポイントになります。  

（２）健康管理 

     人生100年時代になると、「健康管理」も大きなポイントになります。健康であれば長く働けま 

      すし、治療費や介護費用の負担を少なくすることができます。  

（３）計画的な資産準備 

     長い老後生活に向け、現役時代にある程度の蓄えをしておく必要があります。公的年金が 

      減少傾向の中、自助努力がますます重要になってきます。 


